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米国モデルは日本に根付くか

今年2月25日、日立物流が運営する国内最大級の物流拠点「イ
オン関西ＮＤＣ」が稼働した。これによってイオンが97年から進
めてきた「戦略物流構想」にメドが立った。並行して取り組んで
きた「ＩＴ戦略構想」も着実に前進している。欧米型サプライチ
ェーンが初めて日本市場で動き始めた。

日
本
史
上
最
大
の
３
Ｐ
Ｌ
案
件

新
幹
線
で
京
都
か
ら
大
阪
に
向
か
う
途
中
、
左
手
に
イ
オ

ン
と
日
立
物
流
の
名
を
冠
し
た
巨
大
な
物
流
セ
ン
タ
ー
が
見
え

る
。
今
年
二
月
に
稼
働
し
た
「
イ
オ
ン
関
西
Ｎ
Ｄ
Ｃ
」
の
威

容
で
あ
る
。
延
べ
床
面
積
は
約
一
〇
万
平
方
メ
ー
ト
ル
に
上
る
。

こ
の
国
内
最
大
級
の
物
流
拠
点
は
、
一
九
九
七
年
か
ら
イ
オ

ン
が
取
り
組
ん
で
き
た
「
戦
略
物
流
構
想
」
の
象
徴
と
も
い
え

る
施
設
だ
。

同
構
想
に
基
づ
き
イ
オ
ン
は
二
〇
〇
一
年
六
月
に
仙
台
Ｒ

Ｄ
Ｃ
を
稼
働
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
全
国
を
一
九
カ
所
三
九

施
設
で
網
羅
す
る
新
た
な
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
進
め

て
い
る
（
本
誌
二
〇
〇
一
年
七
月
号
既
報
）。
こ
れ
ま
で
グ
ル

ー
プ
内
に
抱
え
て
い
た
一
二
六
カ
所
の
物
流
拠
点
を
い
っ
た
ん

全
て
白
紙
に
戻
し
、
二
〇
〇
四
年
度
中
を
メ
ド
に
全
く
新
た

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
置
き
換
え
る
。

イ
オ
ン
の
試
算
に
よ
る
と
、
こ
の
戦
略
物
流
構
想
に
は
総
額

で
八
九
〇
億
円
も
の
投
資
が
必
要
だ
と
い
う
。
た
だ
し
、
そ
れ

を
直
接
負
担
す
る
の
は
イ
オ
ン
で
は
な
い
。
日
立
物
流
、
福
山

通
運
、
日
本
ト
ラ
ン
ス
シ
テ
ィ
（
ト
ラ
ン
シ
ィ
）、
セ
ン
コ
ー
、

ニ
チ
レ
イ
の
３
Ｐ
Ｌ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
各
社
が
、
自
ら
の
リ
ス
ク

で
イ
オ
ン
専
用
の
施
設
を
建
設
し
、
セ
ン
タ
ー
の
運
用
ま
で
を

担
う
。
日
本
で
は
過
去
に
例
の
な
い
規
模
の
３
Ｐ
Ｌ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
だ
。

福
通
は
全
拠
点
の
な
か
で
二
番
目
の
規
模
と
な
る
「
イ
オ
ン

関
東
Ｒ
Ｄ
Ｃ
」
を
受
託
す
る
た
め
、
土
地
・
建
物
に
約
一
三

〇
億
円
と
い
う
巨
費
を
投
じ
た
。
ト
ラ
ン
シ
ィ
も
「
イ
オ
ン
中

部
Ｒ
Ｄ
Ｃ
」
に
約
七
〇
億
円
を
か
け
た
。
い
ず
れ
も
特
定
荷

主
向
け
で
は
過
去
最
大
の
投
資
と
な
る
。
各
社
が
イ
オ
ン
向
け

事
業
に
賭
け
る
意
気
込
み
の
大
き
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

ト
ラ
ン
シ
ィ
で
事
業
戦
略
を
統
括
す
る
川
合
一
明
常
務
は
、

「
イ
オ
ン
さ
ん
の
中
部
Ｒ
Ｄ
Ｃ
の
運
営
を
我
々
の
業
態
変
革
の

ト
リ
ガ
ー
に
し
た
い
」
と
意
気
込
む
。
創
業
か
ら
一
〇
〇
年
以

上
の
歴
史
を
持
つ
老
舗
企
業
の
同
社
は
、
こ
れ
ま
で
素
材
や

原
料
を
中
心
に
扱
っ
て
き
た
。
ト
ラ
ン
シ
ィ
に
と
っ
て
一
年
三

六
五
日
、
一
日
二
四
時
間
稼
働
の
大
規
模
セ
ン
タ
ー
を
運
営

す
る
の
は
今
回
が
初
め
て
だ
。
こ
こ
で
培
う
ノ
ウ
ハ
ウ
を
新
た

な
事
業
展
開
に
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
（
三
二
ペ
ー
ジ
参

照
）。福

通
に
と
っ
て
も
イ
オ
ン
向
け
事
業
は
大
き
な
転
機
に
な
っ

た
。
九
九
年
十
二
月
に
同
社
は
日
立
物
流
と
業
務
提
携
し
て

い
る
が
、
実
は
そ
の
引
き
金
と
な
っ
た
の
が
当
時
、
す
で
に
水

面
下
で
進
め
ら
れ
て
い
た
イ
オ
ン
向
け
３
Ｐ
Ｌ
事
業
へ
の
参
加

だ
っ
た
。
他
社
と
の
差
別
化
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
特
積
み
事

業
の
イ
ン
フ
ラ
を
有
効
に
活
か
す
と
い
う
狙
い
も
あ
っ
て
、
福

通
は
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
を
強
化
す
る
道
を
選
ん
だ
。

こ
れ
ら
の
３
Ｐ
Ｌ
パ
ー
ト
ナ
ー
を
選
ぶ
た
め
に
、
イ
オ
ン
は

九
八
年
か
ら
一
年
半
ほ
ど
か
け
て
大
規
模
な
コ
ン
ペ
を
開
催
し

た
。
書
類
選
考
や
担
当
者
と
の
面
談
を
繰
り
返
し
た
結
果
、
パ

ー
ト
ナ
ー
候
補
を
常
温
分
野
の
四
社
（
日
立
、
福
通
、
ト
ラ
ン

シ
ィ
、
セ
ン
コ
ー
）
と
定
温
分
野
の
二
社
（
ニ
チ
レ
イ
、
日
本

水
産
）
の
計
六
社
に
絞
り
込
ん
だ
。

本
来
は
、
３
Ｐ
Ｌ
パ
ー
ト
ナ
ー
を
一
社
に
集
約
し
た
ほ
う
が

荷
主
側
の
管
理
負
担
は
軽
く
な
る
。
３
Ｐ
Ｌ
側
で
も
全
体
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
た
め
、
合
理
化
の
施
策
が
打
ち
や
す
い

と
言
わ
れ
る
。
イ
オ
ン
が
そ
れ
を
避
け
た
の
は
、
事
業
規
模
が

大
き
過
ぎ
る
こ
と
に
加
え
、「
複
数
の
事
業
者
を
使
い
分
け
る

こ
と
で
リ
ス
ク
を
分
散
し
、
し
か
も
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
同
士
が
競

い
合
う
こ
と
で
生
産
性
を
高
め
る
構
図
を
作
り
た
い
と
い
う
狙

い
が
あ
っ
た
」
と
同
社
の
高
橋
富
士
夫
物
流
統
括
部
長
は
説

明
す
る
。

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
生
産
性
向
上
へ
の
意
欲
は
時
に
荷
主
自

身
を
も
巻
き
込
ん
だ
。
今
回
の
物
流
構
想
で
は
施
設
の
立
地

条
件
や
構
造
、
導
入
す
る
マ
テ
ハ
ン
の
仕
様
な
ど
を
、
す
べ
て

解　説
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イ
オ
ン
の
物
流
部
門
主
導
で
選
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
事
は
そ
う
簡
単
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
中
規
模

の
在
庫
拠
点
で
あ
る
仙
台
Ｒ
Ｄ
Ｃ
に
は
自
動
倉
庫
を
導
入
し

た
の
に
、
最
大
規
模
の
在
庫
拠
点
で
あ
る
関
西
Ｎ
Ｄ
Ｃ
に
は

自
動
倉
庫
が
な
い
。

イ
オ
ン
は
自
動
倉
庫
の
導
入
を
前
提
に
話
を
進
め
た
。
こ
れ

に
対
し
て
日
立
物
流
と
ト
ラ
ン
シ
ィ
は
、
そ
れ
で
は
か
え
っ
て

庫
内
業
務
の
生
産
性
が
落
ち
る
と
主
張
。
各
施
設
の
装
備
の

標
準
化
を
図
り
た
い
イ
オ
ン
は
自
動
倉
庫
の
導
入
を
望
ん
だ
が
、

投
資
の
当
事
者
で
あ
る
二
社
は
譲
ら
な
い
。
生
産
性
を
試
算

し
た
と
こ
ろ
自
動
倉
庫
な
し
で
も
、
同
等
の
生
産
性
を
確
保
で

き
る
メ
ド
が
立
っ
た
た
め
最
終
的
に
は
イ
オ
ン
が
折
れ
た
。

そ
の
後
、
実
際
に
稼
働
し
て
か
ら
も
、
自
動
倉
庫
の
有
無
に

よ
る
明
ら
か
な
コ
ス
ト
差
は
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
こ

の
一
件
で
高
橋
部
長
は
「
３
Ｐ
Ｌ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
持
っ
て
い

る
経
験
な
り
知
識
を
実
感
し
た
」
と
い
う
。
手
本
の
な
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
荷
主
側
、
３
Ｐ
Ｌ
側
の
双
方
に
試
行
錯
誤
を
求

め
た
。

Ｎ
Ｄ
Ｃ
稼
働
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
メ
ド

し
か
し
、
そ
れ
も
二
月
に
関
西
Ｎ
Ｄ
Ｃ
が
稼
働
し
た
こ
と
で
、

「
や
っ
と
大
き
な
峠
を
越
え
た
。
今
後
、
立
ち
上
げ
る
施
設
は

小
規
模
な
も
の
ば
か
り
。
延
べ
床
面
積
と
い
う
意
味
で
も
す
で

に
全
体
の
五
割
を
超
え
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
折
り
返
し

地
点
を
迎
え
た
」
と
イ
オ
ン
の
高
橋
部
長
は
評
価
し
て
い
る
。

予
定
し
て
い
る
全
国
三
九
施
設
の
う
ち
、
今
回
稼
働
し
た

関
西
Ｎ
Ｄ
Ｃ
は
ま
だ
七
カ
所
目
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
同
セ

ン
タ
ー
は
規
模
の
大
き
さ
ば
か
り
で
な
く
、
機
能
的
に
も
イ
オ

ン
の
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
核
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

比
較
的
回
転
率
の
低
い
商
品
を
集
中
し
て
在
庫
す
る
と
同
時

に
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
（
Ｐ
Ｂ
）
商
品
や
海
外
か
ら
直

接
調
達
し
た
戦
略
商
品
の
中
央
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
。

施設の全国配置図 ※（）内は稼働時期 

札幌RDC/XD/PC（04.5） 

盛岡XD/PC（03.11） 
秋田XD/PC（03.7） 

仙台RDC/XD/PC（01.6） 

新潟XD/PC（03.8） 

信州XD/PC（04.7） 

北陸XD/PC（03.10） 

静岡XD/PC（02.11） 

関西NDC/NXD/RDC/XD（03.3） 

京都XD/PC（04.3） 

兵庫RDC/XD/PC（02.7） 

四国XD/PC（03.5） 

広島RDC/XD/PC（04.3） 

沼津RDC/XD/PC（検討中） 

関東NXD/RDC/XD/PC（02.11） 

青森XD（03.5） 

沖縄RDC/XD/PC（03.9） 

九州RDC/XD/PC 
（02.11） 

2002年稼働 2001年稼働 2003年稼働 2004年稼働 

NDC（ナショナル・ディストリビュション・センター） 

NXD（ナショナル・クロスドック・センター） 

季節商品並びに商品回転率の遅い商品など全社
的に在庫を集中した方が効率的な商品を保管。
各地のクロスドック・センターを経由して全国
の店舗に商品を供給 

商品在庫保管機能は有さず、全国に供給する経
由形商品を集約し、全国のクロスドック・センター
を経由して全国の店舗に供給 

RDC（リージョナル・ディストリビュション・センター） 

XD（クロスドック・センター） 

商品回転率の速い商品の保管と担当エリアの店
舗に担当エリアのクロスドック・センターを経
由して商品を供給 

商品の在庫保管機能は有さず、NDC/NXD/RDC
からの供給商品と所在エリア商品の荷受けと店配送 

PC（プロセス・センター） 

生鮮食品の製造加工並びにインストアー商品の
原料を併設のクロスドック・センターを経由し
て供給 

展開施設のタイプ 

中部NXD/RDC/XD/PC（02.11） 

北関東XD/PC 
（04.1） 

日立物流が100億円を投じた
イオン関西NDC

【施設概要】
建設地：京都府乙訓郡大山崎町、構造：
鉄骨造・地上７階（高さ43.9ｍ）、敷地面
積：63,884ｍ2、延床面積：90,566ｍ2

（車路除く）、トラックバース：107台分、
ケースソーター： 104シュート、ピース
ソーター：388シュート、フォークリフ
ト：52台、パレットラック：1000パレ
ット、ネステナー：10,000台、無線ハン
ディターミナル：500台

物流改革構想全国施設一覧表（2002年8月6日ステアリング・コミッティー承認） 
 
 
札幌 
青森 
秋田 
盛岡 
仙台 
 
信州 
新潟 
北陸 
北関東 
関東 
 
沼津 
静岡 
中部 
 
京都 
大阪 
関西 
広島 
四国 
九州 
 
沖縄 
 

所在地 
 

 
 
 
岩手県玉山村 
宮城県岩沼市 
 
 
新潟県豊栄市 
石川県鶴来町 
 
千葉県市川市 
 
 
静岡県掛川市 
三重県四日市市 
 
 
京都府大山崎町 
兵庫県龍野町 
 
香川県宇多津町 
佐賀県鳥栖市 

面積（m2） 
敷地 延床 

 
 
 
 

19,140 
19,186 

 
 
 
 

56,783 
 
 

22,760 
58,654 

 
 

40,461 
34,565 

 
16,942 
27,603

 
 
 
 

23,304 
16,529 

 
 
 
 

64,220 
 
 

10,689 
35,740 

 
 

85,645 
18,277 

 
8,903 
18,480

取扱高 
（億円） 
512 
238 
405 
278 
565 
304 
493 
534 
507 

1,149 
2,002 
399 
235 
645 

1,303 
836 
445 

1,668 
1,135 
893 
545 

1,002 
443 
277 
146

供給対象企業 
 

イオン、MAX北海道 
イオン 
イオン、MAX東北 
イオン 
イオン、MAX東北他 
イオン 
イオン 
イオン 
イオン 
イオン 
イオン、東日本Ｇ各社 
イオン 
 
イオン 
イオン、MAX中部 
イオン、MAX中部 
イオン 
イオン、全国Ｇ各社 
イオン、MAX西日本他 
イオン、MAX西日本 
イオン 
九州J、MAX九州他 
九州J、MAX九州他 
琉球J 
琉球J

稼働予定 
 
2004年5月 
2003年5月 
2003年7月 
2003年11月 
2001年6月 

 
2004年7月 
2003年8月 
2003年10月 
2004年1月 

常温2002年11月 
生鮮2004年11月 

 
2002年11月 

常温2002年11月 
生鮮2004年9月 

2004年3月 
2003年3月 
2002年7月 
2004年7月 
2003年1月 

常温2002年11月 
生鮮2004年1月 
常温2003年9月 
生鮮2004年4月 

常　　温 
DC

福山通運 
 
 
 
センコー 
 
 
 
 
 
福山通運 
 
 
 
トランシィ 
 
 
日立物流 
日立物流 
 
 
日立物流 
 
福山通運 
 

XD XD
福山通運 
福山通運 
福山通運 
福山通運 
センコー 
 
日立物流 
日立物流 
日立物流 
福山通運 
福山通運 
 
 
トランシィ 
トランシィ 
 
 
日立物流 
日立物流 
日立物流 
日立物流 
日立物流 
 
福山通運 

生　　鮮 

ニチレイ 
福山通運 
福山通運 
ニチレイ 
 
ニチレイ 
ニチレイ 
日立物流 
日立物流 
ニチレイ 
福山通運 
 
 
ニチレイ 
トランシィ 
 
ニチレイ 
 
日立物流 
日立物流 
ニチレイ 
日立物流 
 
福山通運 

農産RS
ニチレイ 
 
 
ニチレイ 
 
ニチレイ 
ニチレイ 
 
 
ニチレイ 
 
 
 
 
 
FSJ 
ニチレイ 
 
 
 
 
 
FSJ 
 
FSJ

水産PC/RS
ニチレイ 
 
 
ニチレイ 
 
ニチレイ 
ニチレイ 
 
 
ニチレイ 
 
FSJ 
 
ニチレイ 
 
FSJ 
ニチレイ 
 
 
FSJ 
ニチレイ 
 
FSJ 
 
FSJ

畜産PC/RS
ニチレイ 
 
 
ニチレイ 
 
ニチレイ 
ニチレイ 
 
 
ニチレイ 
 
FSJ 
 
ニチレイ 
 
FSJ 
ニチレイ 
 
 
FSJ 
ニチレイ 
 
FSJ 
 
FSJ

惣菜PC/RS
ニチレイ 
 
 
ニチレイ 
 
ニチレイ 
 
 
 
ニチレイ 
 
 
 
 
 
FSJ 
ニチレイ 
 
 
 
 
 
FSJ 
 
FSJ

注1）「面積」が記載の施設は既に稼働かまたは現在建設中の施設　注2）「取扱高」は仕入原価ベース。マイカル分含むがウエルシア等は含まず　 

施設 

※FSJ＝フードサプライジャスコ 

検討中 

2003年2月現在 


